
―幹部候補の早期戦力化を実現した事例とアドバイス―

■幹部の育て方に知恵と工夫を

未曾有の自然災害，いつまでも脱け出せない不況，

不安定の度を深める世界政情，ITの進化に伴うマー

ケット構造の変容など，内外とも流動性を増す経営

環境にあって，企業経営には逐次柔軟な判断力と行

動力が求められている。理論上は，グローバル対応，

ビジネスモデルの創造的再構築，M&Aの推進といっ

た対応策が導かれるのだろうが，それを実現すべく

ベストの提案を挙げ，冷静な判断を下し，果敢に組

織を牽引していくような優秀な幹部などいないのが

ふつうだ。であれば，今からでも幹部候補を発掘し，

育成していくほかに組織の未来はない。では，どの

ように人材を見極め，教育プログラムを打ち立て，

推進していけばいいのか。実は工夫を重ね困難な壁

を乗り越え早期に結果を出している事例がある。本

稿に紹介した15の取り組みはそのままを自社に当て

はめるわけにはいかないが，運用のヒントには十分

に資すると思われる。ぜひご参考に。 （編集部）
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構　成

戦略Note

リーダー像と人材要件の絞り込み ～戦略とビジネスのマッチングから考えよ～

人材像の絞り方 ～現場を巻き込み「ひと言」で表現せよ～

投資効果のある人材の選抜 ～人材ポートフォリオ分析で見抜け～

キャリアパスの設計 ～プロジェクトとアサイン順を工夫せよ～

次世代リーダーの育成 ～人材モデルは柔軟に確保せよ～

コンピテンシー開発 ～ネックを見極め，開発個所と優先度を絞れ～

育成促進策 ～ナナメの関係でメンターを活かせ～

リーダーの英語力短期向上 ～荒療治の動機づけとEラーニングの活用～

海外駐在リーダーの早期戦力化 ～拠点経営スキルをアセット（資産）と考える～

現地外国人リーダーの育成研修 ～ツールを工夫し演出せよ～

世界観・時代観の育成 ～テーマを絞って集中講義～

「WAY」の浸透促進 ～階層別研修とツールを活用せよ～

若手リーダーの育成と気づきの促進 ～社内SNSを活用せよ～

新規事業開発リーダーの育成 ～アイデア創出の工夫を～

経営リーダーの育成 ～経営シミュレーション教材で効率化を図れ～
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